
 

 

 

 

 

 

 

 

                 ＜試合経過＞ 

 今シーズン最後の試合となった理事長杯決勝戦。ヴァン

クルは初回四球失策の無死一二塁から３番加藤がライト
オーバーのタイムリー三塁打で先制、続く友松・西村・横
井の連続長短打で打者一巡しとどめに２番中野のレフト
前タイムリーで７点先取。二回には水原・律田・友松の３

連続安打、その後 4四球と失策はさんで 1周して律田と友松のタイムリーなど打者 13人を
要して 9点奪い、序盤戦で勝負を決めた。マイルドメンズは 3安打して得点を奪おうとした
が、タイムリーが出なかった。 

秋の夕日を浴びながら勝負は度外視し、楽しくプレイしていただきました。お疲れさまで
した。両チームとも来年もよろしくお願いします。マイルドメンズのリベンジに期待します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ヴァンクル代表者のコメント＞ 

 なかなか人を集めるのが苦しく、今年は実力通りの試合ができませんでしたが、今日は打
線が爆発し我がチームらしい野球ができました。マイルドメンズさんに感謝いたします。優
勝賞品もいただきましてありがとうございました。今日は応援もあり張り切ることができま

した。連盟審判役員の皆さん、最後までありがとうございました。 

チーム名 一 二 三 計 

ヴァンクル ７ ９ ０ 16 

マイルドメンズ ０ ０ ０ 0 

決勝戦 １1/30(日) 

 


